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はじめに
本論文は，幼稚園教育要領における領域「環境」の内容を分析し，その教育内容の特質を明らかに
することを目的としている。
1980年代になると，核家族化，高齢化など，社会の各方面に大きな変化が生じると同時に，また
核家族化，少子化など幼児を取り巻く社会の環境も大きく変化していった。このような，様々な社会
環境の変化が進む中で，1989年に改訂された学習指導要領では，小学校の低学年の「社会科」と「理
科」が廃止され，「生活科」が新設された。これに伴い，小学校低学年へと連続する幼稚園段階の教
育においては，1989年の幼稚園教育要領の第 2次改訂で教育内容が従来の「6領域」から「5領域」
に再編され，その中で領域「環境」が新設されるなどした。その後，1998年と 2008年においても幼
稚園教育要領の改訂が行われたが，領域としては「環境」「健康」「人間関係」「言語」「表現」の「5
領域」が維持され，今日に至っている。
幼稚園の教育目的は「幼児を保育し，適当な環境を与えて，その心身の発達を助長すること」（学
校教育法第 77条）にあるが，幼児は，幼稚園における友人，教員，施設などを含めたさまざまな環
境に囲まれ，その環境により多様な活動を行い，色々な経験を積み重ねる中で成長していくものであ
る。好奇心に満ちた幼児期の子どもにとって，幼児の主体としての遊びを中心として，環境とのかか
わりの中で，「豊かな心情」「考える力」「思考力の芽生え」を養い，応用力を備えた社会性を育んで
いくと言える。このような教育を実現するための具体的な内容として 5領域が設定されているが，特
に，自然と触れ合いや身近な環境を媒介とする領域「環境」は，上述したような児童を取り巻く社会
的環境の変化を踏まえた時，幼児の成長にとってとりわけ重要な位置にあると，筆者は考える。本論
文では，このような観点に立ち，5領域の中から特に「環境」を取り上げ，幼稚園教育要領における
領域「環境」はどのような教育的意義を持ち，その教育内容はどのようなものであるかについて，そ
の歴史的推移も含めて考察する。
幼稚園教育要領における領域「環境」に関する先行研究をまとめてみる。主に理論と実践に関する
研究に分けることができる。理論に関する主な先行研究としては，山内昭道・八並勝正，民秋言，無
藤隆，光成研一郎，坂田和子，大路涼子（１）のものがあり，実践に関する研究としては，鎌田多恵子，
内田幸一（２）の事例研究が見られる。しかし，これらの先行研究は，ある特定の時期の幼稚園教育要
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領の教育内容の対比的研究にとどまり，教育内容の変化の全体を捉えていない。
以上のような先行研究の状況を踏まえ，本論文では幼稚園教育要領における領域「環境」の教育内
容の分析を中心に，その歴史的変化の過程を探り，領域「環境」における教育内容の特質を究明する。
一，幼稚園教育要領の意義の必要性
1，幼稚園教育要領の意義
周知のように，幼稚園教育要領とは，学校教育法施行規則の規定に基づいて，文部科学省が告
示する幼稚園における教育課程の基準であり，幼稚園で実際に教えられる内容の基準を示すもので
ある（３）。
戦後の日本における幼稚園の教育課程の基準として最初のものは，1948年に発行された「保育要
領―幼稚園教育の手引き―」（試案）であったが，続いて 1956年には「保育要領」を大幅に改訂して
「幼稚園教育要領」を発行した。この要領は幼稚園教育内容に関する国家的基準を示すものとして，
「告示」として示されている。その後，2008年の改訂に至るまで合わせて 5回の改訂が行われた。
幼稚園教育要領の構成を 2008年のものを例として確認すると，幼稚園教育要領は，「総則」，「ねら
い及び内容」と「指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項」
など，大きく 3つの部分から構成されている。さらに，「総則」は「幼稚園教育の基本」，「教育課程
の編成」，「教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動など」からなっている。特に，「総則」
においては，「幼児期における教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり，幼稚
園教育は，学校教育法第 22条に規定する目的を達成するため，幼児期の特性を踏まえ，環境を通し
て行うものであることを基本とする」（４）と記している。次に，「ねらい及び内容」においても，各領
域ごとに新しい項目が追加されたり，「内容の取扱い」等の変化があった。最後に，「教育課程に係る
教育時間の終了後等に行う教育活動など」では，「指導計画の作成に当たっての留意事項」，「教育課
程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項」が記されていた。
その中でも，「ねらい及び内容」について確認すると，「ねらい」は「幼稚園における生活の全体を
通じて，幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうもの」とさ
れ，「内容」は「幼児が環境にかかわって展開する具体的な活動を通して総合的に指導されるもので
ある」（５）という実践的な役割を担うこととされている。また，実際の学校教育においては，幼稚園教
育要領の「ねらい」，「内容」，「内容の取扱い」についての方針などに基づいて，さまざまな教育活動
を実施している。
次に幼稚園教育要領の法的位置づけについて確認すると，教育要領は法令に基づいて国が定めて教
育課程の基準であり，実際の教育課程そのものではない。地域差や園の相違などを越えて全国的に共
通な教育内容の大綱的基準を定めたものと言える。このことについて，2008年の教育要領は，「各幼
稚園においては，教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの幼稚園教育要領の示すところに
従い，創意工夫を生かし，幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な教育課程を編
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成すべきである」（６）と記している。
なお，教育要領は 1956年から「告示」として示され，国家的基準が強調されたと言える。しかし，
小中高校の場合は「いずれの学校においても取り扱わなければならない」とされているが，幼稚園教
育の性格上，教育要領にはこのような規定が設けられないものと考えられる（７）。
2，幼稚園教育要領の歴史的変遷
既に述べたように 1948年の「保育要領―幼稚園教育の手引き―」（試案）が，1956年に改訂され，
「幼稚園教育要領」が発行された。そして，2008年の改訂にわたるまで，合わせて 5回の改訂が行わ
れている。5回にわたる幼稚園教育要領の変遷について述べると，以下のようになる。
① 1956（昭和 31）年の幼稚園教育要領の変遷
1956年に発行された最初の幼稚園教育要領では，「改訂の要点」の一つとして，幼稚園の保育内容
が「小学校との一貫性を持たせるよう」（８）することとし，幼稚園教育の目標をより具体化した。ほか
にも，この幼稚園教育要領では，教育内容が初めて「領域」という用語として扱われ，「健康」，「社会」，
「自然」，「言語」，「音楽リズム」，「絵画製作」の「6領域」が示された。
② 1964（昭和 39）年の幼稚園教育要領の変遷（第 1次改訂）
1964年に第 1次改訂が行われたが，教育内容は 1956年のものと同じ「6領域」であった。
ここでは，幼稚園教育の独自性について一層明確化し，幼稚園教育の基本的な考え方及び教育課程
の編成の方針を示すなど，全面的な改訂が行われた（９）。
③ 1989（平成元）年の幼稚園教育要領の変遷（第 2次改訂）
1989年に幼稚園教育要領の第 2次改訂が行われた。この幼稚園教育要領では，「健康」，「社会」，
「自然」，「言語」，「音楽リズム」，「絵画製作」の「6領域」が改められ，健康に関する領域の「健康」，
人のかかわりに関する領域の「人間関係」，自然との触れ合いや身近な環境とのかかわりに関する「環
境」，言語に関する領域の「言語」，音楽・造形・劇などの表現に関する領域の「表現」の「5領域」
に変更された。具体的には，「音楽リズム」と「絵画制作」が「表現」という 1つの領域に統合され
た以外，「社会」が「人間関係」へと変換され，「環境」は「社会」と「自然」を組み合わせた領域
として捉えることができる。そして，その後の改訂においてもこの 5領域は堅持され，現在に至って
いる。
5領域に変更された点について，民秋は「これは，従来からの 6領域は小学校教育での教科に準じ
ている，それとまぎらわしい，などといった誤解もふくめての悲観にも対応するものとしての新たな
視点からの組み立てであった」（10）と解釈している。さらに，「5領域」に変更された背景には，1989
年の小学校の学習指導要領の改訂があったとみることができる。すなわち，既述したように 1989年
に改訂された学習指導要領では，小学校の低学年では「社会科」と「理科」の二つの教科が廃止され，
新に「生活科」が創設されるなど，生活科を中心とした「合科的な指導」の要請が求められた。これ
らのことにより，幼稚園段階では総合的な扱いが子どもの実態に合うものと判断されたと推察するこ
とができる（11）。ここで，領域「環境」が新設されたのであった。
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④ 1998（平成 10）年の幼稚園教育要領の変遷（第 3次改訂）
1998年の教育課程審議会答申では，「心を育てる場として幼稚園・保育所の役割を見直し」，「体験
活動の取り入れ，幼児の自然体験プログラムの提供」（12）が見直しの内容として示された。
すなわち，第 3次改訂においては，幼稚園教育は「生きる力」の基礎を育むこととして，あわせて
その指導計画作成上の留意事項の中に，幼稚園は子育て支援のために地域の幼児教育のセンターとし
ての役割を果たすように努めること，また，「教育課程に係る教育時間の終了後」の教育活動（預か
り保育）には適正な指導体制を整えることを述べている（13）。5領域という点に変化は見られないが，
それぞれの領域の内容には，修正や追加が加えられた。
⑤ 2008（平成 20）年の幼稚園教育要領の変遷（第 4次改訂）
2008年の改訂の背景には，幼稚園の根本にかかわる国の状況の変化と幼児を囲む環境の変動があ
る。例えば，2006年に行われた教育基本法の改正，2007年の学校教育法の改正が挙げられる。そして，
2008年 1月に中教審から答申が出され，それを受け，3月に幼稚園教育要領が告示をされた。
2007年に改正された学校教育法では幼稚園教育の目標が明記された。すなわち，「①健康，安全で
幸福な生活のために必要な基本的な習慣を養い，身体諸機能の調和的発達を図ること，②集団生活を
通じて，喜んでこれに参加する態度を養うとともに家族や身近な人への信頼感を深め，自主，自律及
び協同の精神並びに規範意識の芽生えを養うこと，③身近な社会生活，生命及び自然に対する興味を
養い，それらに対する正しい理解と態度及び思考力の芽生えを養うこと，④日常の会話や，絵本，童
話等に親しむことを通じて，言葉の使い方を正しく導くとともに，相手の話を理解しようとする態度
を養うこと，⑤音楽，身体による表現，造形等に親しむことを通じて，豊かな感性と表現力の芽生え
を養うこと」（14）等，5つの具体的な幼稚園の教育目標が定められた。これにより，幼児教育の重要性
が法的にも認められたと見ることができる。さらに，幼稚園が義務教育及びその後の教育の基礎を培
うことであることを指摘すると同時に，幼児期にふさわしい教育を行う場として位置づけた。
しかし，教育内容においては1998年の第3次改訂の「5領域」のままで，変更はなかった。すなわち，
2008年の改訂では，幼児期にふさわしい教育を遊びという形で行い，環境を通して行う教育という
ことを理念とする幼稚園の基本的な在り方については，変更はなかった。しかし，幼児の「規範意識」
と「思考力・表現力」の「芽生え」の養成に重点が置かれたことに幼児期の特徴を表す言葉と結びつ
けて導入されている（15）。すなわち，今回の改訂は，従来の幼稚園教育要領で規定していた内容に加
え，子どもの育ちの変化や幼稚園に求められている役割に対応し，その内容を充実発展させたともの
であると見ることができる（16）。
二，領域「環境」における幼稚園教育内容の変遷
1，領域「環境」設定の背景とその意義
まず，領域「環境」設定の社会的背景について触れてみる。1964年に入って，都市化，核家族化，
少子化など，子どもを取り巻く社会的環境が大きく変化すると同時に，教育をめぐる状況も大きく変
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わってきた。すなわち，人と人とのつながりを疎遠なものとした都市化の進展，核家族化の進行，深
刻な少子化の進行などにより，幼稚園教育に新たなニーズがあらわれるようになった。
このような社会環境の変化とともに，1989年には，幼稚園から小学校・中学校・高等学校まで「ゆ
とり」を継承しつつ，児童・生徒の思考力や問題解決能力などを重視する「新しい学力観」を標榜し
て，学習指導要領が同時に改訂された。また，このような改訂の背景には，中央教育審議会，臨時教
育審議会そして教育課程審議会などの答申があった。答申では，教育課程改善の 4つのねらいを示し
た。第 1は「心豊かな人間の育成」，第 2は，いわゆる「新しい学力観」の中核をなす「自己教育能力」
の育成，第 3は「基礎・基本の重視と個性教育の推進」で，第 4は「文化と伝統の尊重と国際理解の
推進」であった。これらの 4つのねらいに基づいて，小学校の低学年では「社会科」と「理科」の教
科が廃止され，「生活科」が新設された。すなわち，生活科を中心とした「合科的な指導」の要請が
求められ，これらのことにより，幼稚園教育段階でも，教育内容を総合的扱いとすることが子どもの
実態に合うのではないかと考えられ，領域「環境」が設定されたと推測することができる。これらの
ことにより，幼稚園での領域「環境」と小学校「生活」科は密接に関連しており，幼稚園での学習が
小学校での学習と一面で連続性をもつものとされたことが分かる。
2，領域「環境」の教育内容の変化
次に，領域「環境」の教育内容の変化について考察する。
最初に，1956年と 1964年の幼稚園教育要領における領域「自然」の教育内容を確認する。1956年
の幼稚園教育要領では，現行の「環境」と最も関連性がある領域「自然」における，望ましい経験と
して，①身近にあるものを見たり聞いたりする，②動物や植物の世話をする，③身近な自然の変化や
美しさに気づく，④いろいろなものを集めて遊ぶ，⑤機械や道具を見る（17），など 5つの項目が挙げ
られている。
また，1964年に制定された幼稚園教育要領の領域「自然」では（18），①身近な動植物を愛護し，自
然に親しむ，②身近な自然の事象などに興味や関心をもち，自分で見たり考えたり扱ったりしようと
する，③日常生活に適応するために必要な簡単な技能を身につける，④数量や図形などについて興味
や関心をもつようになる，といった 4つの教育内容が定められた。
そして，1989年に改訂された幼稚園教育要領は，従来の「6領域」から「5領域」に再編され，新
たな領域として「環境」が登場した。この改訂において，「幼稚園教育は，幼児期の特性を踏まえ，
環境を通して行うものであることを基本とする」（19）ことが明確化された。すなわち，今回の改訂にお
いて，幼児の主体的な活動を促し，幼児の自発的な活動としての遊びを中心として，一人一人の特性
に応じた発達課題に即した指導を行うことも明確に示された。
1989年に新たに定められた具体的な教育内容を確認すると，以下のようになる。①心身の健康に
関する「健康」領域，②人とのかかわりに関する「人間関係」領域，③身近な環境とのかかわりに関
する「環境」領域，④言葉の獲得に関する「言葉」領域，⑤感性と表現に関する「表現」領域など，
5つのものが含まれている。すなわち，上述した「5領域」は，「様々な側面が絡み合って相互に影響
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を与え合いながら遂げられていく」（20）幼児の心身の発達の側面から設定されたものであり，これら 5
つの側面が相互に絡み合い影響し合うことで「生きる力」が育まれていくことが可能であることを示
している。ここで注目すべき点は，従来の「6領域」がともすれば小学校の教科のように扱われがち
であったという反省から，領域編成を発達という側面から捉え，遊びを通した総合的な指導に重点を
置いたところにある（21）。特に領域「環境」についてのねらいは「自然や社会の事象などの身近な環
境に積極的にかかわる力を育て，生活に取り入れていこうとする態度を養う」ことにあるとされた。
次に，領域「環境」の教育内容の変遷について検討する。表 1は，1989年，1998年，2008年の幼
稚園教育要領における領域「環境」の教育内容についてまとめたものである。
表 1　領域「環境」における教育内容の比較
1989（平成元）年 1998（平成 10）年 2008（平成 20）年
この領域は，自然や社会の事象な
どの身近な環境に積極的にかかわ
る力を育て，生活に取り入れてい
こうとする態度を養う観点から示
したものである。
周囲の様々な環境に好奇心や探求
心をもってかかわり，それらを生
活に取り入れていおうとする力を
養う。
周囲の様々な環境に好奇心や探求
心をもってかかわり，それらを生
活に取り入れていおうとする力を
養う。
1　ねらい
（ 1） 身近な環境に親しみ，自然と
触れ合う中で様々な事象に興
味や関心をもつ。
（ 2） 身近な環境に自分からかかわ
り，それを生活に取り入れ大
切にしようとする。
（ 3） 身近な事象を見たり考えたり
扱ったりする中で，物の性質
や数量などに対する感覚を豊
かにする。
1　ねらい
（ 1） 身近な環境に親しみ，自然と
触れ合う中で様々な事象に興
味や関心をもつ。
（ 2） 身近な環境に自分からかかわ
り，発見を楽しんだり，考え
たりし，それを生活に取り入
れようとする。
（ 3） 身近な事象を見たり，考えた
り，扱ったりする中で，物の
性質や数量，文字などに対す
る感覚を豊かにする。
1　ねらい
（ 1） 身近な環境に親しみ，自然と
触れ合う中で様々な事象に興
味や関心をもつ。
（ 2） 身近な環境に自分からかかわ
り，発見を楽しんだり，考え
たりし，それを生活に取り入
れようとする。
（ 3） 身近な事象を見たり，考えり，
扱ったりする中で，物の性質
や数量，文字などに対する感
覚を豊かにする。
2　内容
（ 1） 自然に触れて生活し，その大
きさ，美しさ，不思議さなど
に気付く。
（ 2） 季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。
（ 3） 自然などの身近な事象に関心
をもち，取り入れて遊ぶ。
（ 4） 身近な動植物に親しみをもっ
て接し，いたわったり大切に
したりする。
（ 5） 身近な物を大切にする。
（ 6） 身近な物を使って考えたり試
したりするなどして遊ぶ。
（ 7） 遊具や用具の仕組みに関心を
もつ。
（ 8） 日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。
（ 9） 生活に関係の深い情報や施設
2　内容
（ 1） 自然に触れて生活し，その大
きさ，美しさ，不思議さなど
に気付く。
（ 2） 生活の中で，様々な物に触れ，
その性質や仕組みに興味や関
心をもつ。
（ 3） 季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。
（ 4） 自然などの身近な事象に関心
をもち，取り入れて遊ぶ。
（ 5） 身近な動植物に親しみをもっ
て接し，生命の尊さに気付き，
いたわったり，大切にしたり
する。
（ 6） 身近な物を大切にする。
（ 7） 身近な物や遊具に興味をもっ
てかかわり，考えたり，試し
たりして工夫して遊ぶ。
2　内容
（ 1） 自然に触れて生活し，その大
きさ，美しさ，不思議さなど
に気付く。
（ 2） 生活の中で，様々な物に触れ，
その性質や仕組みに興味や関
心をもつ。
（ 3） 季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。
（ 4） 自然などの身近な事象に関心
をもち，取り入れて遊ぶ。
（ 5） 身近な動植物に親しみをもっ
て接し，生命の尊さに気付き，
いたわったり，大切にしたり
する。
（ 6） 身近な物を大切にする。
（ 7） 身近な物や遊具に興味をもっ
てかかわり，考えたり，試し
たりして工夫して遊ぶ。
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以上の表 1をもとに，領域「環境」の教育内容の変化について，「目標」，「ねらい」，「内容」，「内
容の取扱い（留意事項）」に分けて，分析する。
①「目標」の変化について
まず，幼稚園教育要領における「環境」の「目標」の部分から検討する。1989年の教育要領にお
 などに興味や関心をもつ。
（10） 幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。
（ 8） 日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。
（ 9） 日常生活の中で簡単な標識や
文字などに関心をもつ。
（10） 生活に関係の深い情報や施設
などに興味や関心をもつ。
（11） 幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。
（ 8） 日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。
（ 9） 日常生活の中で簡単な標識や
文字などに関心をもつ。
（10） 生活に関係の深い情報や施設
などに興味や関心をもつ。
（11） 幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。
3　留意事項
（1） 身近な事象や動植物に対する感
動を伝え合い共感し合うことな
どを通して自分からかかわろう
とする意欲を育てるとともに
様々なかかわり方を通してそれ
らに対する親しみや畏敬の念，
生命を大切にする気持ち，公共
心，探究心などが養われるよう
にすること。
（2） 数量などに関しては，日常生活
の中で幼児自身の必要感に基づ
く体験を大切にし，数量などに
関する興味や関心，感覚が無理
なく養われるようにすること。
3　内容の取扱い
（1） 幼児が，遊びの中で周囲の環境
とかかわり，次第に周囲の世界
に好奇心を抱き，その意味や操
作の仕方に関心をもち，物事の
法則性に気付き，自分なりに考
えることができるようになる過
程を大切にすること。
（2） 幼児期において自然のもつ意味
は大きく，自然の大きさ，美し
さ，不思議さなどに直接触れる
体験を通して，幼児の心が安ら
ぎ，豊かな感情，好奇心，思考
力，表現力の基礎が培われるこ
とを踏まえ，幼児が自然とのか
かわりを深めることができるよ
う工夫すること。
（3） 身近な事象や動植物に対する感
動を伝え合い，共感し合うこと
などを通して自分からかかわろ
うとする意欲を育てるととも
に，様々なかかわり方を通して
それらに対する親しみや畏敬の
念，生命を大切にする気持ち，
公共心，探究心などが養われる
ようにすること。
（4） 数量や文字などに関しては，日
常生活の中で幼児自身の必要感
に基づく体験を大切にし，数量
や文字などに関する興味や関
心，感覚が養われるようにする
こと。
3　内容の取扱い
（1） 幼児が，遊びの中で周囲の環境
とかかわり，次第に周囲の世界
に好奇心を抱き，その意味や操
作の仕方に関心をもち，物事の
法則性に気付き，自分なりに考
えることができるようになる過
程を大切にすること。特に，他
の幼児の考えなどに触れ，新し
い考えを生み出す喜びや楽しさ
を味わい，自ら考えようとする
気持ちが育つようにすること。
（2） 幼児期において自然のもつ意味
は大きく，自然の大きさ，美し
さ，不思議さなどに直接触れる
体験を通して，幼児の心が安ら
ぎ，豊かな感情，好奇心，思考
力，表現力の基礎が培われるこ
とを踏まえ，幼児が自然とのか
かわりを深めることができるよ
う工夫すること。
（3） 身近な事象や動植物に対する感
動を伝え合い，共感し合うこと
などを通して自分からかかわろ
うとする意欲を育てるととも
に，様々なかかわり方を通して
それらに対する親しみや畏敬の
念，生命を大切にする気持ち，
公共心，探究心などが養われる
ようにすること。
（4） 数量や文字などに関しては，日
常生活の中で幼児自身の必要感
に基づく体験を大切にし，数量
や文字などに関する興味や関
心，感覚が養われるようにする
こと。
（表 1は，各『幼稚園教育要領』から作成したものである。変化があった項目については，それぞれゴジッグあ
るいはアンダーラインで表示している。）
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いては，「この領域は，自然や社会の事象などの身近な環境に積極的にかかわる力を育て，生活に取
り入れていこうとする態度を養う観点から示したものである」（22）と記している。ここでは，身近な環
境に積極的に取り組む姿勢をもつというである幼児の主体性を強調している。一方，1998年の幼稚
園教育要領の領域「環境」の冒頭の目標的な部分では，「周囲の様々な環境に好奇心や探求心をもっ
てかかわり，それらを生活に取り入れていおうとする力を養う」という内容に改められている。ここ
で注目すべき点は，新たに「好奇心」や「探求心」という文言が付け加えられたことである。すなわ
ち，幼児の周囲の環境への好奇心や探求心を育成するためには，幼稚園の環境を意図的，計画的に幼
児の生活に取り入れていくことを考えるべきと（23）指摘している。すなわち，1998年の改訂では，従
来の「自然や社会の事象」などの環境に焦点をおいていた点を改め，身の回りの環境にかかわること
を重視し，1989年の「態度」の養成から「力」の育成に変更するなど，思考力の芽生えを養おうと
している点にも注目すべきである。このような「環境」の目標は，2008年の教育要領でも，そのま
ま引き継がれている。
②「ねらい」の変化について
1989年の教育要領において，そのねらいは，身近な自然に接して興味・関心をもち，それを生活
に取り入れ，それにより「物の性質や数量など」に対する感覚を豊かにすることにある，とされてい
た。これに対して，1989年と 2008年の要領においては，「ねらい」の第 2項目に，「発見を楽しんだり，
考えたり」という語句が新たに加えられた。また，第 3項目では「文字」という内容が新しく追加さ
れ，文字に対する幼児の感覚を養うことをねらいとしている。
③「内容」の変化について
「内容」に関して，1989年の教育要領では，10項目が示されていた。内容の概要を記すと，（1）自
然の大きさ・美しさ・不思議さへの気づき，（2）季節による自然・人間生活の変化への気づき，
（3）自然などへの関心と遊びへの取り入れ，（4）動植物への親しみ・いたわり，（5）身近な物の扱い
方，（6）物を用いての遊び，（7）遊具や用具の仕組みへの関心，（8）数量や図形への関心，（9）身近
な情報や施設への興味・関心，（10）国旗への親しみ，の 10項目である。これが，1998・2008年にお
いては 11項目になっている。
その後の変化についてみると，まず各項目の順番が変わっていたことに気づく。例えば，第 2項目
の内容が 1998年においては第 3項目に，1989年の第 3項目の内容が 1998年においては第 4項目に，
第 4項目が第 5項目に，そして，第 5項目が第 6項目に，第 6項目が第 7項目，第 9項目が第 10項目に，
第 10項目の内容が第 11項目に移動された。
順序の変更のほかにも，字句の変更や新たに加えられた教育内容もあった。1998年新規に追加さ
れた項目は，④ 1998・2008年の第 9項目の「日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつ」
という項目である。この背景には，教課審答申第 4章「各教科・科目等の内容」（1）幼稚園イ（ウ）
「幼児にふさわしい知的発達を促す教育の在り方を明確に示すこと」 の中で，これに関して，「また，
言葉や記号などを用いることを通して文字や数量に関する感覚やその記号的意味に気づいていく」と
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提示された教育観があった。この教育観は，上記の生活のなかでの自然な動機づけの教育観と異なり，
ある程度強制して用いることに慣らせば次第に習熟するという，従来の幼児教育の世界では用いられ
てこなかった教育観であると，先行研究（24）は指摘している。
次に，追加された主な内容を示すと，① 1989年の第 4項目の内容（動植物へのいたわり）に 1998
年においては「生命の尊さに気付き」という語句が追加された。②遊具や用具の仕組みへの関心の項
目に，1998・2008年の第 2項目では，「生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興味や関
心をもつ」という新たな内容が挿入された。③ 1989年の第 6項目「身近な物を使って」遊ぶことか
ら，1998年には「身近な物や遊具に興味をもってかかわり」という語句が付けられ，それと同時に「工
夫して」遊ぶという文字が加えられた。
このように，新たに挿入された内容がある一方，削除された内容も存在する。削除された記述「内
容」としては，例えば，1989年の第 7項目である「遊具や用具の仕組みに関心をもつ」が，1998年
には完全に削除されている。
④「内容の取扱い（留意事項）」の変化について
最後に，内容の取扱いについて検討する。ここでは，まず 1989年の「留意事項」という名称が，
1998・2008年においては「内容の取り扱い」という名称に変更されている点を指摘できる。
また，具体的な項目においても 1989年の 2項目から 1998・2008年には 4項目になっている。具体
的には，1989年の第 1項目の内容が 1998・2008年には第 3項目に変更され，1989年の第 2項目は第
4項目に変更されている。
1998年に新規に追加された事項は 2点あったが，その 1つは，第 1項目に「幼児が，遊びの中で
周囲の環境とかかわり，次第に周囲の世界に好奇心を抱き，その意味や操作の仕方に関心をもち，物
事の法則性に気付き，自分なりに考えることができるようになる過程を大切にすること」が新設され
た点である。この項目が新設された背景には，教課審答申第 4章「各教科・科目等の内容」（1）幼
稚園イ（ウ）「幼児にふさわしい知的発達を促す教育の在り方を明確に示すこと」（25）が提示されてい
たことがあり，同答申の幼児期の教育観に基づくものであった。この第 1項目に関して，2008年の
幼稚園教育要領で注目すべき点は，「特に，他の幼児の考えなどに触れ，新しい考えを生み出す喜び
や楽しさを味わい，自ら考えようとする気持ちが育つようにすること」という内容が挿入された点で
ある。
さらに，1998年の教育要領の「内容の取り扱い」で追加された第 2点は，幼児期における自然と
のかかわりの重要性に留意すべことを強調した点であり，そこでは，「自然の大きさ，美しさ，不思
議さなどに直接触れる体験を通して，幼児の心が安らぎ，豊かな感情，好奇心，思考力，表現力の基
礎が培われることを踏まえ，幼児が自然とのかかわりを深めることができるよう工夫すること」を求
めている。ほかにも，1998年と 2008年の第 4項では，「文字」という語句が追加され，1989年に示
された「無理なく」という語句が削除された。
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おわりに
本論文では，幼稚園教育要領における領域「環境」の教育内容を分析し，その教育内容の特質と変
化の過程を明らかにしようとした。
領域「環境」における教育内容を確認した結果，以下のようにまとめることができる。1989年の
幼稚園教育要領で初めて領域「環境」が新設され，その後，現在に至るまで 2回の改訂が行われた。
すなわち，1989年の幼稚園教育要領の新領域である環境とは，従来の「社会」と「自然」を受け継
いだもの領域ではなく，幼児の発達のために必要な社会的，自然的環境とはなにかを問い直していく
領域と捉えるべきであると言えよう 。続いて，1998年の改訂で定められた「環境」とは，社会や自
然の事象などの身近な環境に積極的にかかわろうとする力を育て，生活に取り入れていこうとする態
度を養うための領域であることが分かる。これらのことにより，また，2005年の中央教育審議会の
答申においては，幼児教育改善の方向性に一つに思考力・判断力・表現力などの育成が指定された。
すなわち，2008年の幼稚園教育要領は，中央教育審議会の答申と改訂教育基本法の影響を受けてい
た。両者の影響を受け，新たに定められた内容として考えられるものとしては，「内容の取扱い」お
ける「特に，他の幼児の考えなどに触れ，新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考えよ
うとする気持ちが育つようにする」（26）点に注目すべきである。すなわち，2008年では幼児の思考力
の「芽生え」に重点が置かれたことが確認できる。
注⑴ 理論に関する主な先行研究としては，山内昭道・八並勝正の『領域　環境』，民秋言による『幼稚園教育要
領・保育所保育指針の成立と変遷』と無藤隆・柴崎正行の『新幼稚園教育要領・新保育所保育指針のすべて』，
光成研一郎「幼児教育における環境による教育の変遷とデューイの環境に対する考え方から」，大路涼子「幼
稚園教育課程改訂についての考察」が挙げられる。
　⑵ 実践に関する研究としては，鎌田多恵子による「幼児教育における環境教育の重要性―附属幼稚園でのと
りくみから」，内田幸一，下田好行によるものがある。
　⑶ 新村出『広辞苑』第 5版，（岩波書店，1998年）2838頁。
　⑷ 文部科学省『幼稚園教育要領』（教育出版，2008年）11頁。
　⑸ 文部科学省『同前書』（教育出版，2008年）13頁。
　⑹ 文部科学省『同前書』11–12頁。
　⑺ 文部科学省『小学校学習指導要領』（東京書籍，2008年）14頁。
　⑻ 文部省『幼稚園教育要領』（フルベール館，1956年）1頁。
　⑼ 「幼稚園教育要領改訂の経緯及び概要」（文部省ホームページ）。
　⑽ 民秋言『幼稚園教育要領・保育所保育指針の成立と変遷』（萌文書林，2010年）7頁。
　⑾ 大路涼子「幼稚園教育課程改訂についての考察　特に環境領域の新設とその背景について」（園田学園女子
大学論文集 23　1989年）212頁。
　⑿ 「『新しい時代を拓く心を育てるために』―次世代を育てる心を失う危機（答申）」（1998年 6月 30日中央
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